





































1978 年です。当時は 2 万人少しだった人口が、














あと 100 年、200 年したら、浦河の町全部がべ






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































「せいぜい 70 点か 80 点の自分の助け方を探した
いです」「じゃ、一緒に探しましょうよ。一緒に
協力しますよ」と話しました。
　彼女は、外に出られるように、出られるように
ということで、どんどん薬が積み重なって、その
薬の重圧で逆に沈み込んでしまうという悪循環で
した。ですが、この彼女から先日、「向谷地さん、
いろんな実験を重ねて、自分に自信が出てきまし
た。薬もちょっと減ってきました。昔、この病気
のおかげで辞めた元のお店に、恐る恐る電話して
みました。『しばらくぶりです、Ａ子です』、そう
したら『少し調子がよかったらアルバイトで来て
みない？』と言われた、うれしかった。ちょっと
アルバイトに行ってみようと思います」というこ
とを、このＡ子さんから電話を頂きました。
　そして、こんなメールも来ます。「向谷地さん、
幻聴のいた非現実的な世界から抜け出て、現実世
界で心が空っぽだよ。目の前のこと、幻聴に追わ
れていた毎日から何もない世界にぽつんと 1 人
たたずんでいるように、未来が見えない、わから
ない」。いつも幻聴や妄想がいっぱいいて、それ
がつらいつらいと言っていた。だけど、たまたま
薬が効いたのか、何が効いたのか、妄想や声がだ
んだん和らいで聞こえなくなると、本当にむなし
さがつーっとこみ上げてきて、自分は孤独だった
んだということが見えてくる。そうか、皆さんた
ちは一個一個病気の症状と言われているその殻の
中に守られて、現実を遮断し、その中でつかの間
の息抜きをしているんだ。亀井さん、この辺の世
界はいかがですか。
亀井　幻聴の世界に逃げていて、現実に住む世界
は、ちょっとわからないところがありますね。
向谷地　当事者研究をすると、こういう声なき声
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が本当に浮かび上がってきます。2001 年に当事
者研究を始めて、従来、専門家がいろいろ研究的
に、観察的に、統合失調症の人はこうだ、精神障
がいの人たちはこうだと言っていた世界とは違う
世界が、当事者の中にあることに気が付きました。
そして、病気とか障がいはなくすればいいとか、
それは決して無意味で、私たちの生活を脅かす出
来事ではなくして、もしかしたら、つらいけれど
も、そのことそのものが一つの大切な意味ある現
実なのではないかというふうに思うようになりま
した。
認知・ヒューマニスティック・アプローチ
向谷地　そういう時に、私もいろんな影響を受
けた、この日本社会事業大学の小松源助先生が
2002 年に出された、「ソーシャルワーク実践理
論の基礎的研究」の中に、ゴールドシュタインの
「認知・ヒューマニスティック・アプローチ」の
紹介がされていました。
　私は、クライアントと共同して、クライアント
の生活状況の問題となる、もしくは混沌とした事
情の中で意味を理解し、意味を見いだしていこう
とする立場、ゴールドシュタインのこの理論は、
これから 21 世紀、これからソーシャルワーカー
が受け継いでいかなければならない大切な理論で
ある、見方である。そして、実際にプロセスを見
て、クライアントの主体的世界を理解するために
は、クライアントとワーカーの会話が重要である。
対応を通してクライアントが自ら生きる関係性の
中に反映することができる。そして、アプローチ
の原則として、このような原則を紹介されていま
した。
　私はこれを見たときに、これこそまさに小松先
生が、私たちソーシャルワーカーに、これからは
このゴールドシュタインの「認知・ヒューマニス
ティック・アプローチ」が、一つ大切な足掛かり
になるぞ。21 世紀に敬承すべき福祉、ソーシャ
ルワーク理論、そういう中で、このゴールドシュ
タインのことを紹介していた。これは、私たちは
改めて、小松先生が私たちに残そうとした、この
発想、この見方こそ、今、私たちが一番求められ
ている、まさにクライアントの場からの出発とい
うことなのではないかというふうに思います。
　今日は、この大変な歴史ある学会の基調講演と
いう役割を与えて頂きまして、本当にありがとう
ございました。もしかしたらフロアの中に、きっ
と伊藤さんや亀井さんに似たような経験を持った
方がいるかもしれません。こういうことは、どん
どん即興で舞台に上がっていただいても構いませ
んので、午後のワークショップもよろしくお願い
します。それでは、これで基調講演を終わります。
ご清聴ありがとうございました。
（拍手）
（録音データより再構成：古屋龍太）
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